
OSS 開発における管理者と修正
者の社会的関係を 考慮した不具

合修正時間予測  



背景

• OSSでは大量の不具合報告があるがそれをすべて修正す
ることは現実的ではない 

• 次期バージョンのリリースがあるため，不具合の修正にか
かる時間を知りたい 

• ベンダ企業もOSSを利用したソフトウェア開発が一般的
になっており，不具合修正完了までの時間を知りたい



仮説

• タスクを割り当てた管理者によってタスクの優先順位を
決めていると考える 

• 優先順位によって修正までの時間が変わるという仮説 

• 検証にはランダムフォレスト法およびロジスティック回帰
分析を用いる



いままでの研究では

• 不具合の修正に関する情報(優先度や重要度)に基づいて考
えている 

• ６ヶ月以内に修正されているのかなど大きい粒度でしかわ
からず，ベンダ企業のニーズを満たせていない



さらに
• 粒度を小さくするために開発者らの属人性や社会性に注
目 

• Anhら 
開発者の経験や発言量(コメント量)を説明変数に追加 

• Ohiraら 
不具合修正プロセスにおける開発者らの社会的関係 (不具
合報告者，不具合修正管理者， 不具合修正者の組み合わ
せ) のパターン化



Ohiraらの研究

• どの管理者にタスクを割り当てられたかでタスクに要する
時間が異なることがわかった 

• 管理者と修正者の社会的関係が，不具合修正の優先順位お
よび不具合修正時間に大きな影響を与えることを示唆して
いる．



目的

• タスク優先順位付けに関わるメトリクスである　
TaskPref が予測精度の向上に寄与するかどうかを評価
実験により確かめる  

• TaskPref  
管理者Aから割り当てられたタスクのうち，他の管理者か
ら割り当てられたタスクよりも優先した割合



ランダムフォレスト

• 各説明変数の重要度を算出することができる 

• 値大きいほど，その変数が予測モデルに強く寄与している



メトリクス一覧



データセット
• 不具合管理システム Bugzilla  

• 2001年10月から2012年10月の間に報告された不具合票  

• 外れ値  
第三四分位+IQR × 1.5 以上離れている値 = 81.94日  
(箱ひげ図における外れ値の定義の1つ） 

• 計 18,464 件



結果



TaskPrefが予測精度に与える影響

• 1日以内の期間での精度が全て向上した 
1日以内に修正が完了するか否かの予測において特に有効



先行研究との精度比較

• 提案手法は先行研究と比較しても特に，1日以内の予測に
おいて予測精度向上に寄与する



各変数が与える影響

• TaskPrefは六番目に重要
度が高いことがわかる



制約

• 全データを用いているため未来のデータを用いて過去の
データが予測している場合が存在する 
→バージョン間での予測を行う必要がある


